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『
古
事
記
伝
』
に
お
け
る
漢
籍
の
引
用
が
直
接
に
は
何
に
も
と
つ
い
て
い
る

か
、
本
稿
は
そ
れ
を
い
く
ら
か
で
も
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
。
拙
稿
「
『
古

　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
ほ
ユ
　

事
記
伝
』
に
お
け
る
『
康
煕
字
典
』
」
は
、
漢
籍
の
引
用
源
と
し
て
『
康
煕
字

典
』
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
推
測
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
は

そ
こ
で
対
象
と
し
え
な
か
っ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
『
康
煕
字
典
』
（
以
下
『
字

典
』
と
略
す
）
以
外
の
書
物
を
直
接
の
出
典
と
す
る
も
の
に
関
し
て
考
え
よ
う

と
す
る
。
と
は
い
え
す
べ
て
を
調
べ
尽
く
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
先
に
漏
ら
し

た
中
で
ま
と
ま
り
の
よ
さ
そ
う
な
一
部
分
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
試
み
る
に
す
ぎ

な
い
。

　
私
は
こ
こ
で
「
引
用
源
」
と
か
「
直
接
の
出
典
」
と
か
、
あ
ま
り
熟
さ
ぬ
言

い
方
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宣
長
が
記
し
た
書
名
、
詩
経
や
史
記
や
文
選
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
の
引
用
と
称
す
る
も
の
を
実
際
に
宣
長
が
見

た
と
こ
ろ
の
書
物
、
す
な
わ
ち
詩
経
や
史
記
や
文
選
か
ら
の
引
用
を
用
例
と
し

千
　
葉
　
真
　
也

て
収
め
る
字
典
の
ご
と
き
も
の
を
指
し
て
い
る
。
直
接
の
出
典
を
明
示
せ
ず
、

そ
の
結
果
、
孫
引
き
し
た
も
の
と
実
際
に
原
本
に
あ
た
っ
た
も
の
と
が
判
別
し

に
く
く
な
る
の
は
、
宣
長
に
限
ら
ず
近
世
の
著
述
家
一
般
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
孫
引
き
と
い
う
行
為
の
是
非
を
あ
げ
つ
ら
お
う
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
著
述
家
の
記
述
を
う
の
み
に
し
て
彼
の
博
識
に
驚
嘆
す
る

の
が
そ
の
著
述
家
を
尊
重
す
る
こ
と
に
な
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
宣
長
全
集
に

つ
い
て
い
る
『
記
伝
』
の
索
引
を
使
え
ば
、
引
用
書
目
ぐ
ら
い
は
簡
単
に
作
る

こ
と
が
で
き
る
。
経
書
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
か
な
り
の
僻
典
ま
で
自
在
に
使

い
こ
な
す
、
儒
者
と
し
て
優
に
門
戸
を
張
る
こ
と
の
で
き
そ
う
な
宣
長
を
そ
れ

に
よ
っ
て
思
い
描
く
こ
と
も
で
ぎ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
私
に
思
い
う
か
べ
る
こ
と

の
で
き
る
の
は
一
つ
の
文
字
、
一
つ
の
熟
語
に
つ
い
て
適
切
な
意
義
と
用
例
を

得
る
た
め
、
丹
念
に
字
書
を
引
く
姿
で
あ
る
。
宣
長
の
同
郷
の
先
輩
、
谷
川
士

清
の
『
日
本
書
紀
通
証
』
が
『
字
典
』
を
か
な
り
利
用
し
て
い
る
と
は
小
島
憲
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『記伝』所引漢籍考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
氏
の
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
宣
長
も
そ
の
よ
う
に
し
た
に
す
ぎ
な

い
。

　
さ
て
宣
長
が
漢
籍
を
引
用
す
る
場
合
、
『
字
典
』
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
引
く

こ
と
も
あ
る
し
、
直
接
に
原
典
か
ら
引
く
こ
と
も
あ
る
。
医
者
と
し
て
生
計
を

立
て
て
い
た
宣
長
で
あ
る
か
ら
漢
学
の
素
養
は
人
並
に
持
っ
て
い
る
。
経
書
と

史
記
ぐ
ら
い
は
、
か
な
ら
ず
し
も
字
書
に
頼
ら
ず
に
引
っ
ぱ
り
出
す
よ
う
で
あ

（
3
）

る
。
ま
た
、
そ
の
二
つ
の
や
り
方
の
中
間
、
『
字
典
』
で
得
た
用
例
を
原
典
に

あ
た
り
直
し
て
い
く
ら
か
充
実
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
も
我
々
の
日
頃
く
り
か
え

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
形
跡
も
あ
る
。
し
か

し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
引
用
源
は
以
上
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
字

典
』
以
外
の
字
書
、
す
く
な
く
と
も
『
字
彙
』
と
『
玉
篇
』
は
参
照
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
類
書
に
属
す
る
書
名
と
し
て
『
書
言
故

事
』
『
卓
氏
藻
林
』
が
彼
の
蔵
書
目
録
の
中
に
見
え
て
い
る
。
分
類
体
の
百
科

事
典
あ
る
い
は
故
事
熟
語
辞
典
と
言
う
べ
き
類
書
は
、
手
元
に
あ
れ
ぽ
ま
っ
た

く
使
わ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
い
（
た
だ
し
、
さ
ほ
ど
使
っ
て
い
る
よ
う
で

も
な
い
）
。
ま
た
医
者
に
と
っ
て
は
手
馴
れ
た
も
の
で
あ
る
本
草
関
係
の
書
物

も
必
要
に
応
じ
て
参
照
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
字
書
や
類
書
な
ど
の
一
般
的
な
参
考
図
書
以
外
に
古
事
記
と
い
う
対
象
に
特

に
有
効
な
書
物
が
あ
る
。
記
紀
万
葉
な
ど
の
我
国
の
上
代
の
文
献
に
対
す
る
注

釈
書
で
あ
る
。
と
言
っ
て
も
古
事
記
の
注
釈
は
宣
長
以
前
に
は
皆
無
に
等
し

く
、
日
本
書
紀
や
万
葉
集
に
対
す
る
業
績
こ
そ
は
宣
長
の
参
照
す
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。
宣
長
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
コ
書
斎
中
蓄
書
目
し
に
は
『
万
葉
考
』

『
冠
辞
考
』
『
釈
日
本
紀
』
『
厚
顔
抄
』
『
仙
覚
万
葉
抄
』
『
日
本
紀
通
証
』
な
ど

の
書
名
が
見
え
て
い
る
。
「
ま
な
び
の
は
じ
め
の
祖
」
と
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
の

中
で
宣
長
の
評
し
た
二
品
の
著
述
が
『
厚
顔
抄
』
以
外
に
『
古
今
余
材
抄
』

『
和
字
正
平
抄
』
『
百
人
一
首
改
観
心
』
『
勘
注
拾
遺
』
『
半
語
臆
断
』
と
列
挙
さ

れ
て
い
る
の
も
目
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
万
葉
代
匠
記
』
に
つ
い
て

は
京
都
か
ら
松
坂
に
帰
る
直
前
の
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
五
月
、
堀
景
山
所

蔵
の
万
葉
集
に
お
け
る
『
代
下
記
』
を
も
と
に
し
た
書
き
入
れ
を
自
分
の
持
つ

寛
永
版
本
の
万
葉
集
に
写
し
、
安
永
五
年
の
五
月
か
ら
六
年
の
二
月
に
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

息
子
の
春
庭
に
『
代
匠
記
』
八
冊
を
書
写
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。
契
沖
に
対
す

る
宣
長
の
傾
倒
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、
招
引
の
漢
学
の
力
は
大
き
な
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
著
作
の
影
が
『
記
伝
』
に
引
か
れ
た
漢
籍
の
随
所
に
見

え
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

　
契
沖
と
と
も
に
谷
川
士
清
に
も
宣
長
は
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
「
字
句
の

訓
と
義
と
を
典
拠
に
し
た
が
っ
て
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
、
最
初
の
学
問
的

　
　
ら
　

注
釈
書
」
と
評
価
さ
れ
る
こ
の
書
物
は
、
何
と
言
っ
て
も
宣
長
が
読
み
解
こ
う

と
す
る
古
事
記
に
内
容
の
点
で
最
も
密
接
な
関
係
の
あ
る
書
紀
の
注
釈
で
あ
る

の
だ
か
ら
、
『
記
伝
』
全
般
に
わ
た
っ
て
参
照
さ
れ
た
跡
が
著
し
い
の
も
極
め

　
　
　
　
　
　
　

て
自
然
で
あ
る
。
事
柄
が
当
然
に
す
ぎ
る
た
め
か
、
あ
る
い
は
逆
に
、
士
清
に

対
す
る
宣
長
の
批
判
的
言
辞
の
印
象
が
強
す
ぎ
る
た
め
か
、
『
事
業
』
と
『
通

証
』
と
の
関
係
は
余
り
注
意
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
宣
長
が
こ
の
書
物
を
ど
れ

だ
け
使
い
こ
な
し
た
か
以
下
の
記
述
で
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
本
稿
は
『
記
伝
』
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍
の
直
接
の
出
典
と
し
て
、
契
沖
と
士
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千葉真也
清
の
著
述
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
そ
れ
以
外
の
も
の
、
す
な
わ
ち
字
書
、
類

書
、
本
草
書
、
さ
ら
に
松
下
見
林
や
荻
生
循
練
や
伊
藤
東
口
や
、
そ
の
よ
う
な

人
々
の
著
作
も
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
具
体
的
な
報
告

を
行
い
う
る
段
階
に
な
い
。
近
々
に
果
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
す
る
。

　
以
下
『
記
伝
』
と
そ
の
引
用
源
を
一
つ
一
つ
対
照
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る

が
、
そ
の
形
式
は
「
『
古
事
記
伝
』
に
お
け
る
『
康
煕
字
典
』
」
の
も
の
を
踏
襲

す
る
。
『
記
伝
』
は
筑
摩
書
房
刊
の
「
本
居
宣
長
全
集
」
に
、
契
沖
の
著
作
は

岩
波
書
店
刊
の
「
契
骨
全
集
」
に
、
『
通
証
』
は
臨
川
書
店
刊
の
複
製
本
に
よ

る
。
な
お
引
用
の
末
尾
に
原
本
の
丁
数
、
さ
ら
に
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
に
お
け

る
画
数
を
表
示
し
た
。
た
だ
し
『
代
匠
記
』
の
み
は
丁
数
に
か
え
て
国
歌
大
観

番
号
を
用
い
た
。
『
記
伝
』
は
筑
摩
版
全
集
の
『
記
章
』
索
引
に
な
ら
っ
て
全

集
第
九
巻
を
①
、
第
十
巻
を
②
、
第
十
一
巻
を
③
、
第
十
二
巻
を
④
と
表
示
す

る
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
契
沖
の
著
作
は
岩
波
版
全
集
に
お
け
る
巻
数
を
、

『
通
証
』
の
場
合
は
複
製
本
の
巻
数
を
丸
印
の
中
に
表
示
し
て
い
る
。
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
項
目
に
〔
一
〕
〔
二
〕
の
ご
と
き
番
号
を
付
し
た
。
対
照
表
の
後
に

加
え
た
コ
メ
ン
ト
に
も
番
号
を
付
け
て
い
る
の
で
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

記
伝

通
証

記
伝

勢
語
臆
断

記
伝

通
証

　
　
対
照
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
メ

　
榿
悌
は
軍
勝
た
る
時
の
樂
な
り
、
書
紀
に
イ
ク
サ
ト
ケ
テ
と
訓
り
、

　
　
オ
モ
フ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
テ
ル
ト
キ
ノ
ガ
ク

【
今
按
に
、
置
字
心
得
ず
、
其
故
は
、
榿
こ
そ
榿
樂
と
も
云
て
、
軍
勝
之
樂
な

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
コ
コ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

れ
、
悌
字
に
は
其
義
あ
る
こ
と
を
聞
ず
】
（
ニ
ー
九
　
①
七
〇
）

　
イ
ク
サ
ト
ケ
テ
　
　
　
　
　
ノ
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
ニ

　
榿
悌
【
古
事
記
序
榿
悌
露
二
一
華
夏
、
…
…
悌
字
、
疑
術
、
字
書
軍
勝
之
樂
日
レ

　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ハ

榿
、
周
禮
、
債
樂
献
二
電
命
一
、
左
傅
、
榿
短
評
二
碧
山
日
一
、
杜
註
、
憧
樂
也
、
（
一
概
ー

二
六
　
②
九
七
五
）
〔
一
〕

　
ミ
ト
ノ
マ
グ
ハ
ヒ
　
　
　
　
　

ノ

　
美
斗
能
麻
脳
波
比
…
…
伊
勢
物
語
歌
に
、
世
を
う
み
の
あ
ま
と
し
人

　
　
　
　
　
　
　
メ
ク
ハ
セ
ヨ
　
　
タ
ノ
マ
　
　
　
　
　
　
ノ
メ
ク
ハ
ス

を
見
る
か
ら
に
、
目
撃
波
世
與
と
も
頼
る
x
哉
、
…
…
引
目
久
波
須
も
、

ク
　
ピ
　
ア
　
ハ
　
ス
　
ツ
ヅ
マ
リ
　
　
　
　
　
　
　
カ
ナ
タ
コ
ナ
ダ
　
メ
　
　
ミ
ア
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ

久
比
阿
波
須
の
約
た
る
に
て
、
彼
方
此
方
目
を
見
合
す
を
云
な
り
、
是

ラ
　
　
　
　
　
　
ト
メ
ク
ハ
セ
ス

等
に
て
其
意
を
知
べ
し
、
【
楚
群
九
歌
に
、
美
人
忽
凋
與
レ
余
分
目
成
】
（
四
－
二

六
①
↓
七
二
）

　
　
　
世
を
う
み
の
あ
ま
と
し
人
を
み
る
か
ら
に
め
く
は
せ
よ
と
も
た

の
ま
る
x
か
な
…
…
目
を
互
に
み
あ
は
せ
て
心
か
よ
は
す
を
め
く
は
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

テ
ル
ニ
　

ト
シ
テ
リ
　
　
メ
ク

と
は
い
へ
り
、
文
選
屈
原
早
歌
日
、
漏
レ
堂
美
人
忽
　
猫
與
レ
余
分
目
「

ハ
セ
ス

成
、
（
下
之
下
1
三
六
　
⑨
一
九
一
）
〔
二
〕

　
ト
リ
ノ
イ
ハ
ク
ス
プ
ネ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
鳥
之
石
楠
船
騨
、
…
…
師
は
、
水
鳥
の
浮
る
さ
ま
に
よ
そ
へ
て
云
と

　
ハ
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
イ
ヅ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
キ
ツ
ト
リ

云
れ
き
、
此
は
何
か
よ
け
む
、
…
…
萬
葉
十
六
【
二
＋
五
丁
】
に
、
奥
鳥

カ
モ
チ
フ
フ
ネ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

鴨
云
船
之
と
【
か
ら
書
に
も
晃
舟
と
い
ふ
あ
り
】
あ
る
を
思
へ
ぽ
、
師
説
も
捨

が
た
し
、
（
五
－
五
二
　
①
一
＝
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
輌
茂
豆
句
志
摩
爾
者
於
二
鴨
－
著
－
嶋
一
也
【
…
…
萬
葉
集
云
、
懊
鳥
鴨
し
云
船
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『記伝』所引漢籍考

言
伝

通
証

記
伝

通
証

記
伝

要
証

虚
伝

通
証

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
還
來
者
也
良
之
埼
」
守
早
出
－
許
曾
…
…
張
衡
亡
命
、
乗
二
晃
舟
一
郭
二
水
戯
一
、
註
、

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
如
二
晃
形
一
、
初
替
手
、
諸
葛
恪
制
爲
・
鴨
頭
船
』
（
七
－
二
二
　
②
六
九
七
）
〔
三
〕

　
　
　
　
ア
ゲ
ツ
ラ
ハ
ム
　
　
　
　
　
　
ノ

　
相
論
は
阿
宜
都
良
波
牟
と
訓
べ
し
、
【
相
字
は
よ
ま
ず
】
書
紀
に
然
訓

り
、
【
遊
仙
窟
に
も
】
（
六
1
一
〇
①
二
四
三
）

ア
ゲ
ツ
ラ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
論
　
【
欽
明
紀
、
薔
事
紀
、
遊
仙
窟
訓
－
同
、
遊
仙
窟
平
章
字
亦
同
】
（
二
期
ー
三

③
＝
二
六
五
）
〔
四
〕

ハ
ラ
ラ
カ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ハ
ラ
ケ
シ
　
　
チ
ル

　
散
は
字
の
意
な
り
、
新
撰
字
鏡
に
、
穂
波
良
介
志
、
又
知
留
、
漢
籍

　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
ッ
チ
ハ
ラ
ラ
ケ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
マ
　
ヲ
　
ブ
　
ネ
　
ハ

尚
書
【
禺
貢
】
に
豚
土
壌
、
萬
童
言
【
二
＋
五
丁
】
に
、
安
麻
乎
夫
禰
波

ラ
ラ
ニ
ウ
キ
テ
　
　
　
　
　
　
コ
ト

良
々
爾
十
三
旦
、
こ
れ
ら
物
は
別
な
れ
ど
、
言
の
意
は
皆
同
じ
、
（
七
－

四
二
　
①
三
一
四
）

ク
エ
ハ
ラ
ぎ
カ
シ
　
　
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
ノ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
楚
散
者
蹴
－
踏
而
散
齪
也
【
…
－
簸
雪
隠
箇
須
、
書
禺
貢
、
壌
訓
二
波
羅
羅

介
利
』
（
四
一
八
　
①
三
〇
五
）
〔
五
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
大
嘗
、
書
紀
に
は
新
嘗
と
あ
り
、
…
…
さ
て
黒
字
を
し
も
書
ゆ
ゑ
は
、

カ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
カ

漢
國
に
て
秋
祭
を
嘗
と
云
を
借
れ
る
な
り
、
…
…
又
新
嘗
と
も
書
る

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ヒ
ア
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
ヲ

新
字
は
、
本
の
新
院
の
意
を
取
て
加
つ
る
な
り
【
漢
籍
に
も
嘗
・
新
と
い
ふ
こ

と
は
見
ゆ
】
（
八
－
六
①
三
四
三
）

　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【
禮
月
令
、
孟
秋
天
子
嘗
レ
新
、
大
戴
禮
、
嘗
判
新
手
皇
租
皇
考
】
（
四
一
二
四
①

三
三
八
）
〔
六
〕

　
ナ
ガ
ナ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ト
リ
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
ス
グ
レ

　
長
鳴
と
は
、
凡
て
鶏
は
他
鳥
よ
り
も
鳴
聲
の
絶
て
長
き
急
な
る
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

い
ふ
な
り
、
【
か
ら
書
に
も
長
鳴
鶏
と
云
見
え
た
れ
ど
、
そ
は
な
べ
て
の
鶏
を
云
に

あ
ら
ね
ば
、
今
と
同
じ
か
ら
ず
】
（
八
一
二
三
　
三
五
三
）

　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
【
漢
書
、
長
鳴
鶏
、
師
古
注
、
鳴
聲
長
者
也
、
西
京
雑
記
日
、
成
帝
時
交
趾
越
裳

　
　
　
國
献
二
長
鳴
鶏
】
（
四
－
二
八
　
①
三
四
六
）
〔
七
〕

　
　
　
　
ソ
　
ダ
　
タ
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ブ
ミ

言
伝
　
　
曾
陀
多
伎
は
、
俗
に
曾
と
叩
く
と
云
こ
と
な
り
、
…
…
漢
籍
遊
仙
窟

　
　
　
　
　
タ
タ
キ
ナ
デ
チ
ブ
サ
ノ
　
ヲ

　
　
　
に
、
拍
引
搦
面
差
間
と
云
る
も
、
よ
く
似
た
る
こ
と
そ
、
（
＝
1
二
四

　
　
　
①
四
八
三
）

　
　
　
　
　
ソ
　
　
タ
　
　
タ
　
　
キ

厚
顔
抄
　
　
曾
陀
多
伎
【
曾
ハ
馴
ル
ヲ
ソ
ナ
ル
X
ト
云
如
ク
、
ソ
ヘ
タ
ル
詞
三
ア
、
タ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ダ
イ
　
　
　
ノ
　
　
ヲ

　
　
　
叩
キ
カ
、
遊
仙
窟
云
、
拍
判
搦
妨
房
間
一
云
云
】
（
下
－
四
⑦
五
五
九
）
〔
八
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
チ
　
タ
9
キ
チ
フ
サ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ビ
　
ツ
　
キ
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

記
伝
　
　
蓋
附
は
、
許
毘
都
伎
氏
と
訓
べ
し
、
…
…
【
か
ら
ぶ
み
詩
経
大
雅
に
、
無
レ

　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
爲
二
誉
毘
一
、
注
に
、
奄
毘
二
世
卑
身
而
乱
人
也
と
云
、
張
衡
南
都
賦
に
、
壷
媚
と
云

　
　
　
こ
と
も
あ
り
、
又
曇
声
と
云
こ
と
も
見
え
た
れ
ぽ
】
（
；
丁
一
一
　
②
四
八
）

　
　
　
　
コ
ビ
ハ
　
　
　
　
　
ノ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
　
ニ

通
証
　
　
媚
懸
振
也
、
夫
利
反
備
【
世
俗
謂
レ
依
二
親
人
一
陣
媚
－
附
、
○
詩
大
雅
、
無
爲
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
脊
毘
、
注
、
頭
高
屈
レ
擁
護
レ
身
島
田
人
也
】
（
六
－
五
　
①
五
〇
一
）
〔
九
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ヤ
サ
カ
ノ
タ
マ
ノ
　
　
マ
ガ
レ
ル
　
　
　
タ
ヘ
ニ
ア
メ
ノ
シ
タ

記
伝
　

書
紀
の
仲
哀
巻
に
、
…
…
天
皇
如
ご
八
尺
項
之
勾
】
、
以
曲
妙
御
宇

　
　
　
シ
ロ
シ
メ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ハ
ラ
　
ノ
タ
マ

　
　
　
云
々
と
あ
る
は
、
全
此
現
の
形
の
曲
れ
る
を
量
る
如
く
に
、
文
字
の

　
　
　
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

　
　
　
書
ざ
ま
も
見
え
、
隠
棲
も
そ
れ
に
つ
き
て
事
た
れ
ど
も
、
マ
ガ
レ
ル
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
ガ
　
ル

　
　
　
ゴ
ト
ク
タ
ヘ
ニ
と
云
こ
と
、
さ
ら
に
意
得
が
た
し
、
そ
も
く
麻
賀
流

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
カ
ラ
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
へ

　
　
　
と
は
、
物
の
不
吉
こ
と
に
こ
そ
い
へ
、
妙
に
と
ほ
む
る
事
に
、
い
か
で

　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
か
然
は
い
は
む
、
さ
れ
ぽ
是
は
、
も
と
古
文
に
は
、
如
二
八
尺
之
勾
曇

　
　
　
タ
ヘ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
妙
、
な
ど
あ
り
て
、
そ
の
勾
は
、
も
と
よ
り
借
字
な
る
を
、
其
字
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ク

　
　
　
き
て
、
と
り
合
せ
て
、
曲
妙
と
、
漢
文
を
作
ら
れ
た
る
物
と
見
え
た
り
、

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ブ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
ヲ

　
　
　
其
曲
事
の
字
は
、
漢
籍
に
、
曲
二
成
景
物
【
不
レ
遺
、
ま
た
曲
二
蓋
其
妙
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ザ

　
　
　
な
ど
云
こ
と
の
あ
る
を
以
て
、
字
面
を
飾
ら
れ
た
る
の
み
な
れ
ぽ
、
古

　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　

タ
ヘ
ニ
ム

　
　
　
く
訓
來
れ
る
如
く
、
二
字
を
合
せ
て
、
多
幣
爾
と
訓
よ
り
外
な
し
、
（
一
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千葉真也
要
証

振
替

通
覧

記
伝

通
上

記
伝

五
－
八
八
②
二
〇
二
）

　
タ
ヘ
　
ニ
　
　
　
　
ニ

　
曲
。
妙
【
除
睾
、
曲
」
一
成
器
物
一
而
当
馬
、
通
鑑
唐
徳
宗
紀
、
曲
」
垂
其
妙
』
（
一

三
一
五
②
一
〇
〇
八
）
〔
一
〇
〕

　
ハ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ノ
ヌ
フ
ハ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
マ
ゲ
　
　
　
ッ
リ

　
波
理
と
云
は
、
も
と
物
縫
針
の
名
に
て
、
其
を
曲
て
、
釣
に
用
ふ
る

　
　
ツ
リ
バ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
ゲ
テ
　
　
ヲ
　
　
ッ
リ
バ
リ
ト

を
、
釣
針
と
云
な
り
、
【
書
紀
神
功
巻
に
、
勾
レ
針
爲
レ
鉤
、
と
あ
る
が
如
し
、
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
リ

人
、
翻
繹
名
義
集
に
、
目
利
、
翻
二
曲
鉤
・
、
と
云
る
を
引
て
、
論
理
は
梵
語
な
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト

云
る
は
、
本
末
を
辮
へ
ざ
る
ひ
が
読
な
り
】
（
一
七
一
七
②
二
一
二
八
）

　
重
遠
日
、
鈎
與
針
同
類
也
【
篤
信
日
、
波
利
與
保
留
通
穿
之
意
、
今
按
、
婆

利
器
曲
鈎
、
見
二
名
義
集
』
（
七
－
一
八
　
六
九
〇
）
〔
一
一
〕

　
ナ
　
ゲ
　
キ
　
　
ナ
ガ
イ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ス

　
唱
言
伎
は
長
息
に
て
、
心
に
思
ひ
結
ぼ
る
玉
事
あ
る
を
り
は
、
長
き

　
　
ツ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
キ
ナ
ル
　
　
　
　
　
ノ
ナ
ゲ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

息
の
量
る
x
を
云
、
…
…
大
と
は
、
其
長
息
の
聲
の
、
高
く
大
な
る

を
云
、
【
漢
文
に
も
、
長
大
息
と
常
に
写
り
】
（
一
七
－
三
六
②
二
五
六
）

　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
ハ

　
【
増
韻
、
人
口
嘆
栖
息
大
旨
長
、
寧
日
長
大
息
、
後
人
作
二
大
息
一
、
一
日
、
大
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ス

欲
レ
言
不
レ
能
、
呑
レ
恨
而
大
息
】
（
七
－
七
②
六
六
七
）
〔
↓
二
〕

　
　
　
　
　
　
モ
　
　
コ
　
　
ヨ
　
　
ヒ
　
　
キ

　
委
蛇
は
、
黒
豆
千
言
伎
と
訓
べ
し
、
…
…
書
紀
に
も
、
透
飽
と
あ
り

て
、
然
訓
り
、
【
字
は
、
上
扇
と
も
、
邊
蛇
と
も
、
遙
遙
と
も
、
な
ほ
さ
ま
ぐ
に

カ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ

当
て
、
義
も
種
々
あ
る
中
に
、
説
文
に
、
斜
去
貌
と
注
せ
る
な
ど
や
、
此
に
は
近
か

　
　
　
モ
　
コ
　
ヨ
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ら
む
、
母
里
余
布
に
用
ひ
た
る
意
は
、
蛇
な
ど
の
行
貌
に
取
れ
る
な
る
べ
し
】
文
選

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

江
平
に
、
肺
娠
昏
冥
と
上
る
、
蠕
蛉
【
注
に
行
貌
】
を
も
、
モ
コ
ヨ
フ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ゲ
　
　
タ
フ

訓
り
、
う
つ
ほ
物
語
【
棲
上
巻
】
に
、
逃
て
什
れ
も
こ
よ
ひ
つ
x
い
け
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

云
々
、
源
氏
物
語
【
葵
巻
】
に
、
大
臣
は
、
え
立
も
あ
が
り
賜
は
ず
、
か
玉

　
ヨ
ハ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
ワ
カ
　
　
サ
カ
リ
　
　
　
　
　
オ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヂ

る
齢
の
末
に
、
若
く
肚
の
子
に
後
れ
奉
り
て
、
も
こ
よ
ふ
こ
と
と
、
恥

　
　
　
ナ
キ

　
　
　
泣
た
ま
ふ
な
ど
あ
り
、
（
一
七
－
六
七
②
二
七
七
）

　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

ク
リ
　
　
　
リ
レ
　

　
　
　

白
痴
　
　
【
文
選
、
蝪
蛉
字
訓
同
、
源
氏
談
云
、
弱
肚
丁
子
ド
一
聯
レ
後
鱗
毛
古
與
布
事
－
登
恥
－

　
　
　
給
】
（
七
－
一
四
　
②
六
八
二
）
〔
＝
二
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
シ

記
伝
　
　
押
機
は
灘
志
と
訓
べ
し
、
…
…
下
に
押
と
の
み
も
理
り
、
書
紀
に
は

　
　
　
オ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
　
機
と
あ
り
、
【
文
選
に
も
機
を
オ
シ
と
量
る
盧
あ
り
】
（
一
九
一
五
　
②
三
六
九
）

　
　
　
　
オ
キ
テ
オ
シ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
オ
シ
ア
ヤ
ツ
リ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ニ

混
血
　
　
施
レ
機
　
【
陰
設
機
巧
欺
之
也
、
古
事
記
日
、
張
二
押
機
p
、
…
…
文
選
古
鮎
、

　
　
　
三
三
之
】
（
八
一
↓
七
　
②
七
四
八
）
〔
一
四
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
ヅ
　
ガ
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
フ

記
伝
　
　
鵠
之
音
は
、
多
豆
白
泥
と
訓
べ
し
、
…
…
萬
葉
三
【
＋
九
丁
】
に
、
近

　
　
　
ミ
ノ
ゥ
ミ
ヤ
　
ソ
　
ノ
ミ
ナ
ト
ニ
タ
ヅ
サ
　
ハ
　
ニ
ナ
ク

　
　
　
江
海
八
十
之
湊
暴
馬
佐
波
二
鳴
と
あ
る
、
此
も
早
漏
に
翻
字
を
書
り
、

　
　
　
　
【
鵠
と
鶴
と
は
別
な
れ
ど
も
、
甲
張
に
て
も
、
鶴
の
事
を
鵠
と
配
る
例
も
多
く
、
又

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ギ

　
　
　
字
音
も
其
鳥
も
、
似
た
る
か
ら
、
混
れ
つ
る
こ
と
も
あ
り
、
五
雑
益
と
云
書
に
は
、

　
　
　
三
曲
是
鶴
と
も
云
り
】
（
二
五
1
六
③
＝
二
）

代
首
記
　
　
い
そ
さ
き
を
こ
き
た
み
ゆ
け
は
あ
ふ
み
の
海
や
そ
の
み
な
と
に
た

　
　
　
つ
さ
は
に
な
く
、
…
…
鵠
は
、
和
名
集
云
。
野
王
案
。
鵠
【
胡
高
反
。
漢

　
　
　
語
抄
云
、
古
布
。
日
本
紀
私
記
云
、
久
久
比
】
大
鳥
也
。
い
ま
は
此
こ
x
う
に

　
　
　
あ
ら
す
。
鶴
な
り
。
…
…
五
雑
煮
云
。
鵠
出
身
鶴
。
漢
書
、
黄
鵠
下
建

　
　
　
章
聖
歌
、
則
日
黄
鶴
是
也
。
…
…
文
選
、
劉
孝
標
辮
命
論
云
。
朝
秀
農

　
　
　
終
、
亀
鵠
千
歳
、
年
殊
也
。
（
三
八
八
番
②
↓
六
四
）
〔
一
五
〕

　
　
　
　
シ
ロ
　
チ
　
ド
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

今
戸
　
　
白
髪
鳥
は
、
書
紀
に
は
、
白
鳥
と
あ
り
て
、
此
身
に
も
、
御
陵
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ラ
ト
リ
ノ
サ
ギ
サ
カ

　
　
　
は
、
白
鳥
と
あ
り
、
…
…
（
萬
葉
）
九
【
＋
丁
】
に
、
白
鳥
鷺
坂
山
【
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
タ
ノ
ナ

　
　
　
は
た
ゴ
鷺
は
白
き
鳥
な
る
故
に
、
か
く
つ
仰
け
た
る
か
、
又
写
の
一
名
を
白
鳥
と
も

　
　
　
　
　
　
　
サ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
云
し
か
、
決
め
が
た
し
、
か
ら
ぶ
み
詩
疏
に
、
鷺
謂
二
之
白
鳥
一
、
と
躍
る
こ
と
も
あ
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『記伝』所引漢籍考

通
証

記
伝

丁
子

記
伝

通
証

　
　
　
　
コ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

り
、
さ
て
此
の
白
智
鳥
を
帥
白
鷺
な
り
と
云
説
も
あ
る
な
り
】
な
ど
も
あ
り
、
（
二

九
1
九
③
二
九
四
）

　
ナ
リ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
化
「
白
鳥
「
【
古
事
記
日
、
化
こ
八
－
尋
白
「
智
－
鳥
、
熱
田
縁
起
日
、
白
知
鳥
者
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ニ

鷺
也
、
…
…
績
古
今
集
人
麻
呂
歌
云
、
白
鳥
乃
鷺
坂
山
、
陸
機
詩
疏
、
鷺
謂
之
白

　
　
　
　
　
　
　
ニ

鳥
、
通
雅
日
、
杜
詩
江
湖
多
白
鳥
、
人
多
指
鷺
】
（
＝
一
二
七
　
②
九
七
七
）
2

六
〕

　
　
コ
　
ホ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
【
許
富
理
と
云
は
、
古
よ
り
あ
り
し
名
に
は
非
ず
、
新
井
氏
云
く
、
こ
ほ
り
は
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

語
よ
り
出
た
り
、
今
の
朝
鮮
語
に
、
郡
縣
を
こ
ほ
る
と
云
と
云
り
、
此
説
さ
も
あ
る

　
　
　
　
ノ
　

ノ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ユ
ピ
コ
ホ
リ
　
　
　
ヘ
コ
ホ
リ

べ
し
、
書
紀
縫
腫
巻
に
、
韓
國
の
地
名
に
、
熊
備
己
富
里
、
ま
た
背
中
と
云
あ
り
、

　
　
　
ノ
ク
ニ
コ
ト
バ
　
　
　
む
ロ
む
　
　
　
　
　

ノ

評
は
二
二
の
方
言
に
て
、
郡
を
云
、
故
コ
ホ
リ
と
弄
り
、
漢
籍
梁
史
に
も
、
新
羅

　
　
ノ
　
ノ
　
　
ル
ヲ
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ト

俗
、
其
毎
期
レ
内
日
二
啄
評
一
と
云
る
こ
と
あ
り
、
さ
て
皇
國
に
て
も
、
韓
言
に
な
ら
ひ

　
　
コ
ホ
リ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ダ
カ
ノ

て
、
郡
に
墨
字
を
用
ひ
た
り
し
こ
と
あ
り
、
…
…
（
績
紀
）
十
五
に
、
氷
高
評
と
あ

　
　
　
　
ノ
ノ
　
　
　

ノ
ニ
テ
ヲ
フ

る
は
、
紀
伊
國
の
日
高
郡
な
り
、
…
…
大
神
宮
儀
式
帳
に
、
難
波
朝
廷
天
下
立
レ
評
給

ニ
時
云
々
】
（
二
九
一
六
「
二
③
三
三
二
）

　
ヘ
コ
ホ
リ
ノ
　
　
ニ
　
ノ

　
背
評
【
今
氏
姓
有
二
背
虫
、
訓
同
、
廃
帝
紀
、
本
丁
氷
－
高
－
評
人
謂
二
紀
伊
國
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ノ
ニ
　
ニ
　
ノ
ニ

高
郡
也
、
延
暦
儀
式
帳
日
、
難
波
朝
廷
天
－
下
立
レ
評
、
梁
史
日
、
新
羅
俗
其
邑
在
レ

ヘ
マ
マ
リ

内
日
二
啄
評
】
（
二
ニ
ー
一
七
③
一
三
九
三
）
〔
一
七
〕

　
　
　
　
　
　
ツ
　
ゾ
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
或
人
云
、
都
豆
美
は
、
都
曇
の
字
音
な
り
、
唐
書
禮
樂
志
に
、
天
竺

　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
ノ
　
ナ
リ
　
　
　
　
ハ
　
テ

伎
都
曇
鼓
あ
り
、
白
孔
六
帖
に
、
都
曇
答
臆
本
外
夷
樂
　
、
都
曇
似
二
腰

　
ニ
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
バ

鼓
一
而
小
、
答
臆
即
蜻
鼓
也
、
と
あ
り
と
い
へ
り
、
（
ゴ
ニ
ー
四
八
　
③
四

三
二
）

　
　
　
　
　
ハ
ツ
ツ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ト
ゥ
ト
ゥ

　
【
今
按
、
鼓
都
曇
也
、
唐
書
禮
樂
志
、
天
竺
伎
有
二
都
曇
鼓
“
、
白
孔
六
帖
、
都
曇

書
伝

通
証

駅
伝

通
証

タ
ラ
リ
ハ
　
ノ
　
　
　

　
　
　

ハ
　
ト

答
騰
本
外
夷
樂
、
鳥
影
似
二
腰
鼓
一
様
小
、
答
騰
即
蜻
鼓
也
】
（
三
－
一
五
①
二
一

三
）
〔
一
八
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向

　
イ
ヤ
ヲ
コ
ニ
シ
テ
　
　
　
　
　
ヲ
　

ゥ
　
　
　
　
　
カ
ラ
ブ
ミ

　
伊
夜
衰
許
遍
貴
息
、
書
紀
に
は
衰
を
子
と
あ
り
…
…
【
漢
籍
に
も
、
後
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

書
に
、
鳥
耳
目
と
も
あ
り
、
文
選
呉
都
島
な
ど
に
も
見
え
た
り
、
文
粋
辮
二
散
樂
一
、

　
　
　
ノ
ノ
　
　
　
シ
テ
　
ス
　
ヲ
ヲ

村
上
天
皇
御
製
文
に
、
嶋
．
儲
來
朝
、
自
爲
二
解
レ
願
之
観
一
と
あ
る
も
、
漢
國
の
事
な

　
　
　
ノ

り
、
鴨
樒
字
は
、
鳴
濤
の
誤
な
る
べ
し
】
（
三
ニ
ー
七
↓
　
③
四
八
七
）

　
【
…
本
朝
文
粋
邑
上
御
製
辮
散
樂
云
、
嶋
併
來
朝
堂
爲
解
願
之
観
、
嶋
濡
、
嶋
僻

皆
誤
、
後
軍
立
帝
紀
日
、
合
浦
交
趾
烏
濡
攣
．
叛
、
南
蟹
傳
日
、
交
趾
西
有
轍
人
國
、

生
首
子
輯
解
由
食
之
・
…
・
今
鳥
思
人
是
也
】
七
－
九
②
六
七
一
）
〔
一
九
〕

　
ト
ネ
リ
　
　

ア
タ
リ
　
　

シ
タ
シ

　
舎
人
は
、
左
右
近
く
親
く
仕
奉
る
者
な
り
、
…
…
【
さ
て
舎
人
の
字
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ハ
ス
ル
ニ
　
ニ
ト

む
ね
と
用
る
故
は
、
漢
書
注
に
、
舎
人
親
引
近
左
右
一
面
通
窪
目
、
後
爲
レ
官
と
云
る
、

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ

此
意
を
以
て
な
り
、
舎
人
と
心
構
は
、
周
禮
に
も
、
史
記
秦
始
皇
紀
な
ど
に
も
あ
れ

　
　
コ
コ
　
ト
ネ
リ
　
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
　
　
ト

ど
、
此
方
に
登
蚊
帳
に
用
る
は
右
の
漢
書
注
に
選
る
意
を
以
て
な
り
、
後
爲
レ
官
と
云

る
さ
へ
、
よ
く
合
り
】
（
三
三
一
五
四
③
五
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
舎
人
【
…
…
漢
書
註
、
舎
人
画
引
近
左
右
之
転
註
也
、
後
レ
爲
官
】
（
一
六
－
一

一
②
一
＝
二
一
）
〔
二
〇
〕
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千葉真也

考
〔
一
〕
　
『
通
証
』
の
記
述
の
う
ち
で
「
軍
勝
之
楽
」
か
ら
「
榿
以
入
干
晋
」
ま

で
は
『
字
典
』
に
よ
っ
て
い
る
。
『
字
典
』
は
宣
長
も
大
い
に
活
用
し
て
い
る

の
で
『
通
解
』
を
直
接
の
出
典
と
断
定
す
る
に
は
不
安
が
な
い
で
も
な
い
。
た

だ
書
紀
に
「
津
々
」
を
「
イ
ク
サ
ト
ケ
テ
」
と
訓
む
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
書

紀
に
一
箇
所
し
か
存
在
し
な
い
、
こ
の
景
皇
天
皇
紀
の
用
例
を
宣
長
が
見
て
い

る
の
は
確
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
悌
字
」
に
対
す
る
疑
念
を
共
に
表
明
し
て
い

る
こ
と
も
根
拠
と
し
て
『
通
証
』
を
『
記
伝
』
の
引
用
源
と
推
定
し
た
。

〔
二
〕
　
宝
暦
九
年
の
九
月
、
宣
長
は
『
勢
語
臆
断
』
を
写
し
て
い
る
。
契
沖

が
文
選
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
い
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
楚

辞
で
あ
れ
文
選
で
あ
れ
、
契
沖
の
よ
う
に
自
在
に
使
い
こ
な
し
た
形
跡
は
宣
長

に
は
な
い
。

〔
三
〕
　
三
八
六
六
番
の
こ
の
歌
に
関
し
て
『
代
諾
記
』
初
稿
本
は
「
穆
天
子

伝
」
「
張
型
陽
七
五
」
に
お
け
る
「
七
二
」
に
言
及
す
る
。
だ
が
「
本
居
宣
長

随
筆
」
（
以
下
「
随
筆
」
と
略
称
）
の
第
二
巻
、
全
集
で
第
十
三
巻
＝
一
頁

（
以
下
は
第
十
三
巻
に
お
け
る
頁
数
の
み
を
カ
ッ
コ
内
に
示
す
）
に
『
通
証
』

当
該
項
の
引
用
が
あ
り
、
そ
の
上
欄
に
「
晃
舟
」
な
る
見
出
し
が
つ
い
て
い

る
。
宣
長
が
『
通
証
』
に
よ
っ
た
の
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

〔
四
〕
　
『
遊
仙
窟
』
は
近
世
前
半
に
刊
行
さ
れ
、
宣
長
が
直
接
に
参
照
し
た
と

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
『
記
伝
』
の
中
に
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
書
紀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ゲ
ツ
ラ
フ

然
下
り
」
と
『
笹
萱
』
に
言
う
と
こ
ろ
の
書
紀
に
お
い
て
、
「
論
」
の
最
も
早

い
用
例
は
継
体
天
皇
元
年
正
月
の
「
勿
論
貴
賎
、
但
重
其
心
」
で
あ
り
、
表
に

引
い
た
『
通
証
』
の
記
述
は
そ
れ
に
対
す
る
注
で
あ
る
。
書
紀
に
お
い
て

「
論
」
と
い
う
文
字
に
「
ア
ゲ
ツ
ラ
フ
」
な
る
訓
の
施
さ
れ
て
い
る
の
は
僅
か

六
箇
所
に
す
ぎ
な
い
。
『
通
証
』
の
こ
の
箇
所
は
当
然
見
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

〔
五
〕
　
宣
長
が
引
用
し
た
万
葉
集
巻
二
十
、
四
三
六
〇
番
の
歌
に
つ
い
て
『
代

匠
記
』
は
史
記
の
夏
本
紀
か
ら
「
昏
昏
白
亜
」
を
引
い
て
い
る
。
宣
長
が
こ
の

あ
た
り
で
契
沖
の
説
を
見
て
い
る
こ
と
も
『
記
伝
』
の
、
こ
の
前
後
の
記
述
か

ら
推
測
し
う
る
が
、
同
じ
話
を
書
紀
が
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
に
関
し
て
『
通

証
』
を
ま
ず
参
照
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

〔
六
〕
　
「
秋
祭
を
嘗
と
云
」
は
『
字
典
』
の
「
嘗
」
の
項
の
「
圏
因
秋

祭
日
章
。
囲
］
嘗
新
穀
。
」
と
い
う
記
述
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
『
字

典
』
に
は
「
嘗
新
穀
」
と
あ
っ
て
も
「
嘗
新
」
な
る
例
は
な
い
。
手
近
な
と
こ

ろ
で
そ
れ
を
提
供
す
る
の
が
『
通
証
』
で
あ
る
。

〔
七
〕
　
『
字
典
』
の
「
鶏
」
の
項
に
菌
種
の
「
亡
命
」
か
ら
「
南
越
一
種
長
鳴

鶏
。
昼
夜
暗
叫
」
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
た
だ
け
で
も
『
記
伝
』
の
記

述
は
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
「
か
ら
書
」
と
い
う
一
般
的
で
漠
然

と
し
た
言
い
方
に
、
そ
れ
こ
そ
あ
れ
こ
れ
の
「
か
ら
書
」
か
ら
引
用
し
た
『
通

証
』
の
影
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
は
言
え
、
『
通
証
』
が
不
可
欠
の

も
の
と
ま
で
は
言
い
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
八
〕
　
「
ソ
田
草
キ
」
と
い
う
言
葉
を
含
む
八
千
矛
神
の
こ
の
歌
謡
に
つ
い
て

『
宣
伝
』
は
契
沖
説
に
言
及
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
。
と
言
う
こ
と
は
『
厚

顔
抄
』
が
こ
こ
で
『
遊
仙
窟
』
を
引
い
て
い
る
の
を
宣
長
は
見
て
い
る
と
い
う
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こ
と
で
も
あ
る
。
た
だ
『
記
伝
』
の
方
の
引
用
の
し
方
に
は
少
し
の
不
審
が
残

る
。
宣
長
と
契
沖
の
異
な
る
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
「
タ
タ
キ
ナ
デ
」
と
「
ウ
チ
タ

タ
キ
」
、
「
婬
房
」
と
「
雪
田
」
と
い
う
不
一
致
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
『
遊
仙

窟
』
に
は
二
種
の
刊
本
が
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
も
契
沖
の
引
用
に
一
致
す
る
。
宣

長
の
引
い
た
形
が
ど
こ
か
ら
来
る
も
の
か
分
ら
ぬ
ま
ま
に
置
く
ほ
か
は
な
い
。

〔
九
〕
　
詩
経
の
大
雅
「
板
」
に
「
前
之
方
鷹
無
ン
為
二
奄
画
一
」
と
あ
る
。
毛

伝
は
「
奄
毘
点
描
人
也
」
と
し
、
鄭
玄
の
箋
は
「
無
為
奄
毘
」
全
体
を
解
し
て

「
女
（
汝
）
無
奄
毘
以
形
体
順
柔
之
」
と
す
る
。
へ
つ
ら
い
の
気
持
を
、
は
っ

き
り
と
身
体
の
動
作
、
姿
勢
に
あ
ら
わ
す
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

朱
子
の
集
伝
は
、
ま
ず
「
奄
大
、
毘
附
也
」
と
す
る
。
そ
れ
を
い
く
ら
か
砕
く

と
「
小
人
之
画
人
、
不
言
大
言
奄
之
、
則
以
諌
言
毘
之
」
、
小
人
と
い
う
も
の

は
他
人
に
対
し
て
大
言
壮
語
い
ぼ
り
ち
ら
す
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
お
せ
じ
た

ら
た
ら
で
あ
る
、
と
な
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
詩
経
の
注

釈
と
し
て
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
に
よ
っ
て
は
「
屈
己
卑
身
而
附
人
事
」
と

い
う
記
述
そ
の
も
の
は
得
ら
れ
な
い
。
毛
詩
正
義
に
な
る
と
「
釈
訓
云
、
存
毘

体
定
心
。
馬
面
日
、
屈
己
卑
身
求
得
於
人
日
体
柔
」
と
あ
り
、
い
く
ら
か
『
記

伝
』
の
も
の
に
近
い
。
さ
ら
に
爾
雅
釈
訓
の
郭
瑛
注
に
「
屈
里
諺
鷺
洲
柔
順
人

也
」
と
あ
る
の
も
同
程
度
に
『
島
伝
』
に
近
い
。
だ
が
「
堅
人
也
」
と
い
う
の

は
や
は
り
見
え
な
い
。
そ
れ
に
毛
詩
正
義
も
爾
雅
も
僻
典
と
い
う
ほ
ど
で
も
な

い
が
宣
長
が
余
り
使
い
そ
う
も
な
い
。
か
り
に
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
た

と
す
れ
ぽ
「
注
に
」
な
ど
と
い
う
漠
然
と
し
た
、
あ
る
い
は
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
で

さ
え
あ
る
よ
う
な
言
い
方
は
す
ま
い
雪
詩
経
の
正
義
に
」
と
か
「
細
身
の
郭
旧

注
に
し
と
か
言
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
『
字
典
』
「
奄
」
の
項
「
［
剛
酬
圏
圏
回
奄
毘
体
柔
也
」
あ
る
い
は
「
毘
」

の
項
「
［
圃
騨
凹
脊
毘
影
響
也
。
忍
足
圓
屈
己
卑
身
。
求
得
於
人
。
日
体

柔
」
に
よ
っ
た
と
し
て
も
同
様
の
問
題
は
残
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
麗
々
し

く
「
爾
雅
釈
訓
に
」
な
ど
と
書
く
の
が
む
し
ろ
普
通
の
や
り
方
で
あ
る
。

　
『
字
典
』
よ
り
も
前
に
広
く
使
お
れ
た
『
字
彙
』
の
「
毘
」
の
項
が
ど
う
や

ら
大
本
で
あ
る
。
園
幽
無
為
壱
毘
。
同
』
屈
己
卑
黒
山
附
人
也
。
又
逢
引

大
。
毘
附
也
。
言
小
人
不
二
大
言
奄
之
。
則
以
諌
言
書
様
し
こ
の
前
半
を
『
通

草
』
が
写
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
宣
長
は
『
記
伝
』
に
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

「
随
筆
」
第
二
巻
（
一
二
五
頁
）
に
「
○
媚
【
豊
山
、
詩
大
雅
、
無
レ
為
二
奄
毘
一
、

ニ
　
　
　
　
ハ

註
、
春
毘
屈
・
己
卑
・
身
而
附
・
人
也
】
と
『
書
証
』
の
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
写

す
。
『
通
読
』
は
『
字
彙
』
を
完
全
に
忠
実
に
は
写
さ
ず
に
「
屈
己
卑
身
」
の

前
に
「
奄
毘
」
と
補
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
『
記
伝
』
に
と
り
入
れ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

〔
一
〇
〕
　
『
引
証
』
は
『
記
伝
』
に
言
う
「
書
紀
の
仲
哀
巻
」
に
関
す
る
注
。

『
字
典
』
に
も
「
曲
成
万
物
而
不
遺
」
と
い
う
繋
辞
の
文
句
が
載
っ
て
い
る

が
、
「
曲
尽
黒
黒
」
の
方
は
無
い
。
な
お
易
経
の
原
文
で
は
『
通
証
』
『
字
典
』

と
同
じ
く
「
曲
成
万
物
異
心
遺
」
、
す
な
わ
ち
「
万
物
」
と
「
不
遺
」
の
間
に

「
而
」
と
い
う
文
字
が
入
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

〔
一
二
〕
　
「
長
大
息
」
の
例
は
『
字
典
』
に
も
見
え
て
い
て
、
『
通
証
』
に
よ

ら
ね
ぽ
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
既
に
言
及
し
た
「
随
筆
」
に
抜
き

書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
第
二
巻
、
一
二
五
頁
）
、
『
記
伝
』
『
通
証
』
と
も
に
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千葉真也

「
わ
た
つ
み
の
宮
の
く
だ
り
」
（
『
神
代
正
語
』
）
、
書
紀
の
方
の
言
い
方
で
「
海

宮
遊
幸
章
」
と
い
う
同
｝
場
面
に
対
す
る
注
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
『
通

証
』
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
考
え
た
。

〔
＝
二
〕
『
湖
月
抄
』
の
葵
の
巻
、
「
か
」
る
齢
の
末
に
若
く
盛
り
の
子
に
お
く

れ
奉
り
て
も
こ
よ
ふ
こ
と
と
恥
ぢ
泣
き
給
ふ
し
に
付
け
ら
れ
た
頭
注
は
『
細
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ン
リ
ン

抄
』
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
文
選
第
十
二
郭
瑛
江
賦
云
、
神
門
蠕
蛉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
コ
ヨ
ヒ

以
射
撃
。
（
註
云
）
神
島
蛇
也
、
蠕
輪
行
貌
也
。
譲
国
本
紀
第
二
、
豊
玉
姫
化
為

八
尋
大
熊
鰐
、
葡
旬
透
蛇
。
い
ず
れ
も
た
ゴ
よ
ひ
あ
り
く
貌
也
。
足
も
た
x
ず

し
て
は
ら
ぼ
ひ
早
耳
」
こ
こ
で
は
『
通
証
』
↓
『
湖
月
抄
』
と
い
う
道
筋
を
想

定
し
た
が
、
源
氏
物
語
の
代
表
的
な
注
釈
書
で
あ
っ
た
『
湖
月
抄
』
は
『
通

証
』
に
よ
る
ま
で
も
な
く
宣
長
に
親
し
ま
れ
て
い
た
書
物
で
あ
る
。
『
心
証
』

を
見
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
引
用
源
と
は
言
え

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

〔
一
五
〕
　
鶴
と
鵠
を
混
同
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
は
『
字
典
』
に
縷
々
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
『
本
草
綱
目
』
に
も
「
羅
氏
謂
鵠
即
鶴
、
亦
轟
然
」
と
あ
る
。
鶴

と
鵠
が
通
じ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
充
分
に
言
い

得
る
。
そ
こ
に
あ
え
て
『
五
雑
組
』
を
引
い
た
の
は
契
沖
に
よ
る
と
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
宣
長
は
「
随
筆
」
第
七
巻
な
ど
に
「
挙
挙
組
」
か
ら
全
部
で
十
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ほ
ど
抜
き
書
き
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中
の
一
つ
、
「
樺
皮
」
に
関
す
る
記
事

を
『
記
伝
』
に
引
い
て
い
る
。
『
輪
番
』
の
索
引
に
よ
れ
ぽ
『
五
八
組
』
を
引

い
て
い
る
の
は
「
鵠
」
と
「
樺
皮
」
と
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。
「
鵠
」
は

全
集
に
よ
る
か
ぎ
り
「
樺
皮
」
の
ご
と
く
に
抜
き
書
き
さ
れ
た
様
子
は
な
い
。

と
な
る
と
「
鵠
」
に
つ
い
て
は
契
沖
を
引
用
源
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

〔
一
六
〕
　
『
記
伝
』
も
『
通
産
』
も
共
に
倭
建
軍
の
化
し
た
白
鳥
に
関
す
る
考

　
　
　
　
　
ノ

証
で
あ
る
3
詩
疏
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
言
い
方
か
ら
し
て
も
『
記
伝
』
の
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

接
の
出
典
は
『
通
証
』
で
あ
ろ
う
。
『
詩
疏
』
と
は
『
通
証
』
に
言
う
「
陸
機

詩
疏
」
、
す
な
わ
ち
陸
機
の
『
毛
細
草
木
虫
魚
疏
』
で
あ
り
、
毛
馬
正
義
の
陳

風
「
神
丘
」
の
く
だ
り
に
「
陸
機
云
、
鷺
水
質
量
、
好
餌
潔
白
、
卒
直
之
白

鳥
」
と
引
用
さ
れ
る
。
爾
雅
注
疏
も
「
陸
機
疏
云
」
と
し
て
同
文
を
引
用
す

る
。
毛
詩
正
義
や
爾
雅
注
疏
に
よ
っ
て
い
れ
ば
、
「
陸
機
云
」
と
で
も
す
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
記
伝
』
全
体
で
「
詩
疏
」
な
る
書
名
は
こ
こ
一
箇

所
に
現
れ
る
だ
け
で
あ
る
の
も
『
通
証
』
を
引
用
源
と
推
定
す
る
根
拠
と
な

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
コ
ホ
リ

〔
一
七
〕
　
『
引
証
』
は
『
記
伝
』
に
言
う
書
紀
継
体
皇
二
十
四
年
の
「
背
評
」

の
注
で
あ
る
。
梁
史
の
み
な
ら
ず
続
紀
、
大
神
宮
儀
式
帳
へ
の
言
及
も
共
通
す

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
サ
ヲ
キ

〔
一
九
〕
　
「
随
筆
」
の
第
二
巻
（
＝
一
頁
）
に
引
用
部
を
含
む
「
俳
優
」
の

注
の
全
文
が
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
『
通
証
』
に
見
え
な
い
文
選
の
「
呉

都
賦
」
の
用
例
が
「
随
筆
」
上
欄
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
通

証
』
か
ら
の
抜
き
書
き
を
主
体
と
し
た
「
随
筆
」
の
当
該
箇
所
か
ら
『
記
伝
』

の
「
烏
潜
」
の
条
の
掲
出
部
分
が
出
来
上
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

〔
二
〇
〕
　
和
刻
本
の
漢
書
評
林
、
高
帝
紀
上
の
秦
三
年
十
月
の
条
、
「
其
舎
人

　
ヵ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
　
ス
ル
　

ニ
　
　
　
　
　
　
　
テ

陳
恢
日
」
に
対
す
る
注
は
「
師
古
日
、
舎
人
親
近
二
左
右
一
之
通
称
也
、
後
戸
以

　
　
ノ
　
　
　
ト

為
二
司
属
官
号
こ
と
な
っ
て
い
る
。
宣
長
に
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
堀
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『記伝』所引漢籍考

景
山
の
も
と
で
行
な
わ
れ
た
漢
書
会
読
時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
漢
書
の
ノ
ー

ト
、
「
班
挙
国
膜
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
「
○
舎
人
…
…
【
師
古
都
、
舎
人
、

親
近
左
右
之
通
称
也
。
後
遂
以
堰
塞
属
官
号
】
」
と
書
き
抜
か
れ
て
い
る
。
「
漢

　
ノ旧

注
」
を
引
く
の
で
あ
れ
ぽ
「
班
三
囲
膜
」
を
見
れ
ば
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ

が
、
『
記
伝
』
は
自
分
の
ノ
ー
ト
で
は
な
く
『
通
証
』
に
よ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
『
字
典
』
の
「
舎
」
の
項
に
も
「
岡
圖
舎
人
。
圏
舎
猶
宮
也
。
主
平

宮
中
用
覚
者
也
。
師
古
学
、
舎
人
親
近
左
右
之
通
称
。
後
遂
為
私
属
官
号
」
と

あ
っ
て
、
こ
れ
も
宣
長
に
は
至
極
手
馴
れ
た
資
料
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
使
わ
れ

て
い
な
い
。
宣
長
は
自
分
の
ノ
ー
ト
に
も
『
字
典
』
に
も
よ
ら
ず
、
『
通
証
』

に
依
拠
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
を
考
え
る
べ
き
か
見

当
が
つ
か
な
い
。
た
だ
、
『
字
典
』
に
あ
る
も
の
は
『
字
典
』
か
ら
、
抜
ぎ
書
き

の
あ
る
も
の
は
そ
の
抜
き
書
き
か
ら
と
私
は
考
え
て
い
た
が
、
『
字
典
』
そ
の

他
の
資
料
に
依
拠
し
た
ご
と
く
見
え
る
も
の
の
中
に
も
、
士
清
の
『
通
証
』
か

ら
の
孫
引
き
は
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
例
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。

注
（
1
）
　
『
相
愛
大
学
研
究
論
集
』
第
五
巻
、
一
九
八
九
年
。

（
2
）
　
『
日
本
書
紀
通
船
』
臨
川
書
店
、
昭
和
五
十
三
年
、
解
題
八
頁
。

（
3
）
　
経
書
や
史
記
の
場
合
は
、
直
接
に
引
い
て
く
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で

　
　
あ
っ
て
、
孫
引
き
を
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
『
記
伝
』
一
之
巻
の
一
部

　
　
で
も
あ
り
、
独
立
し
て
も
刊
行
さ
れ
た
『
直
道
霊
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る

　
　
（
『
記
伝
』
一
－
八
八
、
全
集
で
は
第
九
巻
五
八
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
テ
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
コ

　
　
　
然
る
を
、
か
ら
ぶ
み
に
、
聖
人
設
神
道
と
い
ふ
言
あ
る
を
去
て
、
此
方
に

　
　
　
も
名
け
た
り
な
ど
い
ふ
め
る
は
、
こ
と
の
こ
x
う
し
ら
ぬ
み
だ
り
言
な
り
、

　
　
「
聖
人
設
神
道
」
と
い
う
の
は
宣
長
の
随
筆
の
第
二
巻
、
全
集
で
は
第
十
三
巻

　
　
の
九
三
頁
と
九
六
頁
に
重
ね
て
書
き
抜
か
れ
た
『
護
園
談
余
』
の
「
我
国
ノ
神

　
　
道
ハ
即
モ
ロ
コ
シ
ノ
神
道
ナ
リ
、
…
…
一
二
聖
人
設
二
神
道
｝
而
治
二
天
下
一
ト
イ

　
　
ヘ
ル
、
コ
レ
也
」
と
い
う
記
述
に
よ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
も
『
鈴
舎
私
淑

　
　
言
』
で
吉
川
幸
次
郎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
『
鈴
舎
私
淑
言
』
の
「
そ
の
十

　
　
五
」
）
、
『
易
』
の
『
観
』
の
所
の
家
伝
の
、
完
全
に
引
け
ば
、
「
天
ノ
神
道
ヲ
観

　
　
　
　
　
　
タ
ガ

　
　
テ
、
四
時
一
志
ワ
ズ
、
聖
人
ハ
神
道
ヲ
以
ツ
テ
教
エ
ヲ
設
ヶ
、
而
ウ
シ
テ
天
下

　
　
服
ス
　
、
」
と
あ
る
も
の
の
不
正
確
な
引
用
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
通
証
』
第
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
巻
、
複
製
本
で
二
九
頁
に
「
三
明
孝
徳
二
帝
紀
」
に
「
神
道
」
と
い
う
言
葉
が

　
　
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
用
明
天
皇
紀
の
「
尊
神
道
」
の
注
に

　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
「
神
道
字
初
見
子
此
、
留
日
、
聖
人
以
神
道
設
教
而
天
下
服
　
」
と
あ
る

　
　
の
は
見
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
宣
長
自
身
、
易
の
本
文
を
確
認
し
た
か
ど
う

　
　
か
お
ぼ
っ
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
こ
こ
は
完
全
に
『
護
園
談

　
　
余
』
の
孫
引
き
で
あ
る
。

（
4
）
　
本
居
宣
長
全
集
第
六
巻
の
解
題
（
一
二
頁
一
一
五
頁
）
に
よ
る
。

（
5
）
　
日
本
古
典
文
学
大
系
6
7
『
日
本
書
紀
』
上
の
解
説
（
五
七
頁
）
に
よ
る
。

（
6
）
　
漢
籍
の
引
用
源
と
し
て
『
通
証
』
を
利
用
す
る
の
は
『
記
伝
』
だ
け
で
は
な

　
　
い
。
宣
長
の
ご
く
初
期
の
著
作
『
石
上
私
淑
言
』
巻
一
の
第
六
段
、
い
わ
ゆ
る

　
　
「
八
雲
の
神
詠
」
に
つ
い
て
論
じ
た
く
だ
り
で
、
「
人
の
国
」
に
お
い
て
も
「
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
　
レ
　
ニ
　
ツ

　
　
を
垣
と
い
ひ
な
し
」
た
例
と
し
て
「
天
引
垣
其
既
立
」
と
い
う
詩
句
を
引
用
す

　
　
る
。
こ
れ
は
『
通
証
』
の
第
五
巻
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
神
詠
」
の
注
の
と
こ

　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
う
に
「
魏
紀
載
回
覧
賦
日
、
天
仁
垣
其
既
立
」
と
あ
る
（
四
三
四
頁
）
の
に
よ

　
　
る
と
思
わ
れ
る
。
宣
長
の
随
筆
の
第
二
巻
、
全
集
で
は
一
〇
四
頁
に
、
既
に
抄

　
　
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
っ
け
く
わ
え
て
お
こ
う
。
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